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団体名：CPコンクリートコンソーシアム（安藤ハザマ、内山アドバンス、大阪兵庫生コンクリート工業組合、灰孝小野田レミコン、大成ロテック 等）

グリーンイノベーション基金事業／CO2排出削減・固定量最大化コンクリートの開発

ＣＡＲＢＯＮ ＰＯＯＬコンクリートの開発と舗装および構造物への実装

連絡先：株式会社 安藤・間 白岩 誠史
MAIL：shiraiwa.seishi@ad-hzm.co.jp
CPCC HP：https://carbon-pool.com/

１．事業の目的

２．2024年度の主な成果

３．課題と今後の取組

４．実用化・事業化の見通し

清掃工場やバイオマス発電所、セメント

工場等の施設から排出されるCO2をコンク

リート由来の産業廃棄物に吸収・固定さ

せ、コンクリート用材料として利用するととも

に、コンクリート養生時にも固定化させるこ

とで、資源循環とCO2固定量の最大化を

両立したCPコンクリート（CARBON 

POOL CONCRETE）を開発し、社会

実装

2022年度から本格的に研究開発を開始し、

2023年度までの2年間でラボレベルでの基礎技術

の開発は概ね終了し、2024年度は社会実装に

向けてのスケールアップ技術の確立を目指した。

具体的な取り組みとして、LAGO 大津、大阪・

関西万博での試験施工を通じて、実装レベルにて、

CO2を固定化した骨材やスラッジ粉末を使用した

生コン製造技術の開発を推進した（右図参照）。

また、社会実装を見据えてCPセンター栗東を開設

するとともに、CPセンター川崎の建設を開始した。

さらに、コンクリートがCO2を吸収することを広く知っ

ていただくため、大阪・関西万博「未来の都市」パビ

リオンでブース展示を行う準備が完了。

（展示期間：2025年10月13日まで）
【大阪・関西万博 「未来の都市」パビリオンへの試験施工】

今後は、CO2を固定した材料の製造設備のス

ケールアップや舗装・構造物における養生時の

CO2固定技術の確立に取り組み、試験施工等を

通じて、材料製造から養生時の固定化までの一

連の製造過程でのCO2固定量・削減量の目標値

達成を目指す。

2030年度以降の事業化を目指し、技術のブ

ラッシュアップや規格標準化の推進、環境ラベルの

取得等によって、社会受容を進める。

地域内資源循環

のイメージ

・地域で発生するCO2を

地域内で利用

・廃棄物を地域内で水平リサイクル 【グリーンイノベーション基金事業目標値】

・CO2削減量：310～350kg/m3

・CO2固定量：120～160kg/m3

【LAGO 大津への試験施工】

ゴミ、伐採材

コンクリート塊

戻りコンクリート

CCU材

日本初のCPポーラスコンクリート舗装
杉の木１年間のCO2吸収量214本分(3.0t)を固定！

大阪・関西万博「未来の都市」パビリオン内の舗装と

ベンチ・床板ブロックにCPコンクリートを適用しました。
杉の木１年間のCO2吸収量229本分(3.2t)を固定！

CPコンクリート
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